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緒言 
ヒラムシ（多岐腸目）は扁形動物門に属する海産無脊椎動物の一分類群であり，現在ま

でに世界で約 800～1000種（Tyler et al. 2006–2020）が記載されている．体は背腹に平た
く，体全体に分岐する腸をもつ．体サイズは小さいもので 2 mm程度，最大で 15 cmほど
が知られている．ほとんどの種が自由生活性であり，転石裏や海藻などに生息する．また，

潜水や釣りをしている際に水面をひらひらと舞う様子がしばしば目撃される． 
ニセツノヒラムシ科 Pseudocerotidae Lang, 1884は，ヒラムシの中で最も種多様性が高

い分類群の 1 つである．背面模様が派手で色鮮やかであることから，ダイバーからの関心
も高い．体の前端が上向きに畳まれた「触葉 pseudotentacle」と呼ばれる器官を一対もつ
ことや，ひだのある咽頭が前方に位置することなどによって特徴づけられる．ニセツノヒ

ラムシ科のうちミノヒラムシ属 Thysanozoon Grube, 1840は，他のニセツノヒラムシ類か
ら主に 1) 背面に突起を多数もつ，2) 雄性生殖器官を 2つもつ，という 2つの形態的特徴
によって区別されている（Faubel 1984）． 
これまでに日本沿岸からは，潮間帯などの浅海域を中心に約 150 種のヒラムシが記録さ

れているが（例えば Kato 1944; 小野 2015），御蔵島沿岸からの記録は無かった．このよ
うな最中，著者らは 2020 年 8 月に十数匹のヒラムシが御蔵島沿岸で目撃されているとの
連絡を受けた．うち 1個体の標本を調査したところ，ヨイミヤミノヒラムシ Thysanozoon 
sp.に同定された．本種は御蔵島からは初記録のヒラムシとなるため，ここに報告する． 
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材料及び方法 
2020 年 8 月 30 日，著者のひとり勝島が御蔵島港近くの沿岸（33.895111°N, 

139.588361°E）にてスキンダイビング中，遊泳するヒラムシ 1個体を採集した（図 1）．プ
ラスチック容器内で止水飼育していたところ，2020年 9月 4日に産卵を確認した（図 2）．
生体および卵塊はデジタルカメラ（Olympus Tough TG-5）を用いて撮影後，2020年 9月
8日に 99.5%エタノールで固定した． 

2020 年 11 月 14 日に標本を島外持出し，著者のひとり露木が標本を一眼レフカメラ

（Nikon D5600）および実体顕微鏡（Nikon SMZ1500）を用いて撮影した．内部形態を観

察するために，固定標本の矢状面パラフィン連続切片（厚さ 6–7 µm）を作成した．連続切

片標本はヘマトキシリン・エオシン染色を施し，封入剤（Entellan New）を添加後カバー

グラスを被せて封入した．作成した標本は光学顕微鏡（Olympus BX51）で観察し，写真を

撮影した．標本は，全て北海道大学総合博物館無脊椎動物コレクション（Invertebrate 
Collection of the Hokkaido University Museum; ICHUM）に収蔵されている． 

 
  

 

 

結果と考察 
ニセツノヒラムシ科 Pseudocerotidae Lang, 1884 
ミノヒラムシ属 Thysanozoon Grube, 1840 

 
ヨイミヤミノヒラムシ Thysanozoon sp. 

(図 1–3) 

図 1．ヨイミヤミノヒラムシの生

体写真（2021 年 9 月 3 日勝島撮

影）．触葉を点線で囲んで示した． 

図 2．ヨイミヤミノヒラムシの卵塊（2021年 9月 6

日勝島撮影）．卵塊を点線で囲んで示した． 
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ヨイミヤミノヒラムシ Thysanozoon sp.: 奥野, 2015, p. 11; 新稲・久保田, 2017, p. 23–25, 図 1. 
ヨイミヤミノヒラムシ Thysanozoon cf. nigropapillosum (Hyman 1959): 小野, 2015, p. 186. 
 
調査標本：ICHUM 8277，矢状面連続組織切片標本（スライドグラス 30 枚；生殖器官

を含む体の一部）および 99%エタノール液浸標本（残部），東京都御蔵島，御蔵島港近く沿

岸（33.895111°N, 139.588361°E），2020年 8月 30日，勝島日向子採集． 
備考：本研究で得られた標本は，1) 頭端に一対の触葉をもつ（図 1 および 3A），2) ひ

だのある咽頭を体の前方にもつ（図 3B），3) 背面に多数の突起をもつ（図 1 および 3A），
4) 貯精嚢および，針をもつ陰茎を備えた雄性生殖器官（図 3C）を 2 つもつ（図 3B），と
いう特徴から，Faubel (1984)の分類体系に基づいて Thysanozoon属の 1種と同定された．
さらに，本個体は体背面が濃紫～黒色で周囲に白い縁取りをもち，その背面突起は先端が

黄色く小円錐状である（図 1）．この色彩パターンの特徴は，奥野（2015）で標準和名が付

けられたヨイミヤミノヒラムシ Thysanozoon sp.に一致する． 
ヨイミヤミノヒラムシに適用すべき学名は未だ確定していない．奥野（2015）が指摘し

ているように本種は，同属内ではセイロン島から記載された T. auropunctatum Kelaart in 
Collingwood, 1876 に最も類似する．ただし，実際にヨイミヤミノヒラムシに T. 
auropunctatumを適用すべきか否か判断するためには，トポタイプとの形態の比較を含む

今後の精査が必要である．そのため，ここでは奥野（2015）および新稲・久保田（2017）
に従い本個体を Thysanozoon sp.として扱う．なお，このところ同じ色彩パターンをもつ

個体に対して Thysanozoon nigropapillosum (Hyman 1959)の学名がよく用いられている

（例えば Jie et al. 2014; Ong and Tong 2018）．しかしながら，Hyman (1959)における T. 
nigropapillosumの原記載文中では，本種は「全体に黒く，淡い黄色の縁取りをもち，背面

は先端が白く小円錐状の突起で覆われる」と色彩が特徴づけられている．すなわち，T. 
nigropapillosum は体縁部と背面突起の色彩の組み合わせがヨイミヤミノヒラムシとは逆

転しており，本学名を適用することは不適切であると考えられる． 
分布：日本・インド・西太平洋の熱帯および亜熱帯域に広く生息することが知られる．

日本沿岸からはこれまでに，慶良間諸島（益田ら 1986; 小野 2015），小笠原諸島（赤坂 
2016），八丈島（奥野 2015）といった亜熱帯域から報告があり，本州からの記録は和歌山

県白浜町（新稲・久保田 2017）のみである．御蔵島からは本報告が初記録となるが，今回

標本が得られた 2020年以前および翌年の夏（7月半ばから 9月頃）にも島民によって出現

が確認されている（西川私信）．従って，本種は御蔵島に定着しているものと考えられる． 
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